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林は中国では苑囿(え んゆう)と 称 した施設で、広大な面積に多数の園池や宮殿楼閣、亭、広場、農 ・果
樹園、鳥獣苑などがある。宮城に必須の施設であり、その規模や数は帝国の徳を表す。ここは饗宴の場で
あるとともに農産物や鳥獣の生産、狩猟、戦闘訓練の場だった。









【コ メ ン ト】 木原 克司
金子裕之氏は、日本の都城には平城京形 と藤源京形の2っ の形態があ り、それ らを北闕形、
周礼形 と呼称 された。金子氏が北闕形 と指摘 される長安城は、当時の天文思想にのっとり都城
の中央北寄りに宮城を配置するものであり、 日本の平城京 もまさにこの形態を採用 している。
中国で も北闕形は唐代以降の都城の基本形態として踏襲されるが、 日本も同様であり以後の難
波 ・長岡 ・平安京へ と継承される。一方周礼形 とする藤原京の構造は、『周礼』の 「冬官考工
記」に記 された理想の都と類似 し、 こうした京の出現の根拠として、『周礼』形モデル を導入
したためだと一応の説明は可能である。 しかし、中国の都城の歴史をながめてみても、こうし







り、遣新羅使は5回 、来朝新羅使は実に16回 を数 え、新羅 を経由して朝鮮半島の情報が入っ
て来ていた時期である。新羅の都城慶州の構造は、いくつかの復原案が提示されているものの




それは天皇を中心とした律令国家の形成 を目指 した 日本でも同様であった。中国の秦 ・漢代の
城は、宮室の他に中央官庁、貴族 ・官吏の居宅や彼 らの 目常生活の需要に応ず るための 厂市」
を城内に設置していた。北魏の洛陽城もこうした段階の都城 と考えられ る。 こうした城の構造
を一変 させたのは、『長安志』巻7の 唐皇城の条に記述されるように隋の文帝であり、その結
果宮城 と郭城(京)が 成立する。唐の長安城はその完成 された形態を示す と言え、平城京はそ
の形態を模倣 したものである。 しかし、中国都城は 「城を築きて以て君を衛 り、郭を造 りて以
て民を居らしむ」に見えるように、城壁で囲まれた郭城(京 城)と 垣墻で囲まれた坊 という2
重の郭壁により守 られた空間を形成 したものであるが、日本都城は城壁のない京 と垣墻のない
坊から構成 されてお り、造営の背後に見 られる基本的思想を異にしていると言える。
長安城には太極宮、大明宮、興慶宮の3宮 城がある。金子氏はこれ ら3宮 城が宮廷儀式にお
いて使い分けされていたと指摘する。すなわち、太極宮が即位 ・朝賀 ・大葬といった最重要の
儀i式に使用され、その他の儀i式を大明宮で実施 したとする。そ して、これら3宮 殿 を平城京の
第1次 朝堂、第2次 朝堂と藤原仲麻呂邸の田村第にあてている。 しかし、第2代 皇帝太宗によ













た遊びの場であったのに対 して、日本の平城京などでは天皇 ・貴族 ・官僚など限られた人びと
のみに利用 された施設であったように思える。これは中国都城 と日本都城の構成員を含めた本
質的な違いか ら生 じたものであろう。
(鳴門教育大学学校教育学部)
!06
